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　　ケシの実 (モルヒネ：鎮痛、麻酔)   
　　キナノキの樹皮 (キニーネ：マラリアの特効薬)  
　　カワヤナギの葉 (サリシン：解熱鎮痛・リュウマチ) 　 
  
　1899年　有効成分の化学構造を改変 
　　世界初、人工医薬品 (アスピリン) 誕生 (by バイエル社） 
　 
　1928年　微生物が産生する医薬品 
　　青カビから抗生物質 (ペニシリン) を発見 (by フレミング、フローリー等） 
　 
　1960年　病気の原因を標的にしたくすり (ドラッグデザイン） 
　　H2型抗ヒスタミン薬 (シメチジン) を開発 (by ブラック）　　 　 
　1979年　放線菌から抗寄生虫物質の発見 (アベルメクチン、イベルメクチン) 















エリスロポエチン (貧血治療薬)  
分子量が約34000,165個のアミノ酸から構成されるペプチド医薬 オプジーボ (悪性黒色腫、肺癌) 抗体医薬 
(1) 研究分野は何ですか？ 


















































































































  a highly potent non-opioid analgesic (200 times more potent than morphine)
  agonist of the nicotinic acetylcholine receptor














































◎ 穏和な反応条件 (中性, 室温, 常圧） 
◎ 既に触媒の特許を取得済み 
◎ 工業化への応用が進行中 
 (6) 独自の触媒を用いた医薬品合成への応用 
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（室温でも進行する）
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(2) 酸触媒条件下でのエステル加水分解反応
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（反応速度は遅い）
(*)反応の遷移状態	
